
����
高等教育におけるグローバル化への対応は, 大学が取

り組むべき喫緊の課題である｡ 本学では, ｢グローバル

な視野をもち, 国際社会の発展に貢献できる実践的な能

力を育む｣ という教育目標を掲げ, グローバル化に対応

する能力の向上を目指し, 学生の海外派遣を支援する事

業を展開している｡ その一つに, 鹿児島大学学生海外研

修支援事業がある｡ この事業は, 本学の大学憲章に基づ

き, 自主自律と進取の精神を併せ持ち, かつ社会の発展

に貢献し, 国際社会で活躍できる人材の育成を図るため,

本学で実施する学生の海外研修を支援することを目的と

したものである｡ 看護学専攻では, 平成23年度よりこの

事業の支援を受けて, 延べ20名の学生が海外で学ぶ機会

を得てきた｡ また, 平成24年11月に韓国の中央大学校赤

十字看護大学 ��������������������������������������������(以下���) と本学医学部が部局間の学術交
流協定を締結したことから, この事業と学生交流プログ

ラムをリンクさせた形で���を訪問し, 交流を重ねて
いる｡ この学生交流プログラムは, 看護学専攻の ｢豊か

な人間性と幅広い教養, 科学的・批判的思考を養うこと

により, 人々の健康と福祉の向上に貢献し, 進取の精神

で看護学を発展させていくことのできる 看護の専門職

者を育成する｡ さらに, グローバルな視野を持ち, 離島・

へき地を含めた地域医療の発展に寄与できる人材を育成

する｡｣ という教育目標, ならびに ｢看護の問題をグロー

バルな視点でとらえ, 幅広く人々の健康に貢献できる｡｣

というディプロマポリシーに則したものとなっている｡

平成27年度は, 平成27年 8 月30日から 9月 6日までの

8 日間, ���における学生交流プログラムが計画され,
鹿児島大学学生海外研修支援事業の助成を受けて看護学

専攻３年生６名が海外研修に参加した｡ 過去の研修にお

ける学生の学習成果は, 既に報告されているところであ

るが１)２), 研修実施に当たっては, 研修計画の立案から

引率に至るまで, 教員に求められる役割は大きい｡ また,

今年度よりスキルアップの目的で若手教員が引率を担当

することとなり, 今後看護学専攻として継続した国際交
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流を推進するためには, 教員が担う役割を明らかにして

おく必要があると考えた｡

そこで本稿では, 学生海外研修で求められる大学教員

の役割について今年度の海外研修をもとに報告し, 教員

が学生海外研修に引率者として参加する意義と今後への

課題について考察したい｡������������������
今回の訪問は, ���赤十字看護大学と鹿児島大学医
学部の部局間の学術交流協定に基づき実施された, 第３

回目の���訪問である｡ 平成26年 1 月および平成27年
1 月には���の学生および教員が８日間の日程で本学
を訪れ, 学内外で日本の看護教育や保健・医療・福祉シ

ステムについて学ぶとともに, 文化交流を含めた学生間

の交流も行われてきた｡ 鹿児島大学医学部と���赤十
字看護大学の教育・研究の交流を促進するために締結さ

れた学術交流協定の内容は, 以下の６点である｡

(1) 研究者および専門家の交流

(2) 学部生および大学院生の交流

(3) 学術資料, 出版物, 情報の交換

(4) 共同研究プロジェクトの遂行

(5) 学術集会, 会議, ワークショップへの相互協力と

参加

(6) その他, 両大学, 学生, 一般社会の相互利益とな

る教育プログラムの発展の精神に基づく当該協定

に起因する実行可能で適切な教育的活動

なお, 鹿児島大学学生海外研修支援事業の支援対象は,

共通教育科目または学部の専門教育科目として実施する

研修であることが定められているため, 今年度は本専攻

３年次の看護専門教育科目である ｢国際看護学｣ の授業

の一環として実施した｡ したがって, 今年度の研修の目

的は, ｢���での授業や実習への参加, 学生や教員との
対談, および保健診療員の活動見学と保健医療関係者と

の面談を通して, 本校学生が母国語以外の言語でディス

カッションする力を身につけるとともに, 海外の保健と

看護に関する人的資源や教育の多様性について理解する

こと｣ と設定した｡�������������
研修日程：平成27年 8 月30日～ 9 月 6 日

研修参加者：看護学専攻３年生 ６名 (｢国際看護学｣

受講者)

引率教員：看護学専攻助教 ２名 (｢国際看護学｣ 科

目担当者)

研修場所：���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
研修行程：表１参照

研修参加者は ｢国際看護学｣ を受講している学生であ

り, 科目担当責任者が, 講義の第１回目に ｢国際看護学｣

の授業の一環として韓国での海外研修を実施する旨を周

知した｡ 授業日程終了前に, 再度研修について概要を説

明し, 希望者が募集人数を超えた場合は, 課題による選

考を実施する旨, 伝達した｡ 結果, 10名の学生より参加

希望の申し出があったため, 希望学生にレポート課題の

提出を求め, 科目担当教員３名で６名の学生を選考した｡

選考は, レポート課題である ｢韓国での海外研修や学生

との交流が, 国際看護学の理解と自身の将来にどのよう

に影響するか｣ というテーマに基づいた論述内容を評価

し, 語学能力や成績は選考条件としなかった｡

引率は, 看護学専攻の方針に基づき, ｢国際看護学｣

の科目担当教員である助教２名が選任された｡ 引率教員

の背景としては, 大学教員歴10年および２年半であり,

それぞれ１～２年の海外経験を有している｡ 学生を海外
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へ引率することは, 初めておよび２回目の経験であった｡

また, 両名とも看護学専攻の学術交流協定締結校学生交

流ワーキンググループ (以下学生交流��) のメンバー
として, 過去２回���の学生・教員が本学を訪問した
際に, 施設見学の案内や滞在中のサポートを行っている｡������������������������
平成27年 5 月末から 6月にかけて, 韓国で中東呼吸器

症候群 (����) の感染拡大が認められたため, 国際交
流プログラム実施の最終的な判断がすぐに下せない状況

であった｡ 外務省からの渡航情報や感染症情報を収集し,

また現地の教員と情報交換を行いながら, 感染の危険性

が高い場合は, 学生の安全を第一に考え研修を中止・延

期することも視野に入れて対応した｡ 8 月に入り, 韓国

政府による事実上の����終息宣言が発表されたのを
受け, 科目担当責任者が医学部長に研修実施について確

認を取り, オフィシャルレターが発行され, 研修の実施

が決定した｡ また, 研修実施直前には, 韓国と北朝鮮の

軍事的緊張状態も懸念されたが, 8 月24日に両国の協議

により緊張状態は解消され, 研修は予定通り実施される

こととなった｡������������との交渉は, 本専攻の学生交流��の委員長が
担当した｡ 委員長は ｢国際看護学｣ の科目担当責任者で

もあり, 先方との交渉を進めながら, ｢国際看護学｣ 受

講学生への情報提供を行うことが可能であった｡ 加えて,

学生交流��の委員長として, 平成24年の学術交流協
定締結に関与し, また, 過去３回学生を���に引率し
た経験があり, 先方の教員とも交流が深い｡

学生交流プログラムについての交渉は, 平成27年 5 月

から開始され, プログラムの日程について, ���の国
際業務担当の長である教授とメールで交渉を行った｡ 日

程は, 例年本学学生が夏季休暇中である 8月下旬から 9

月上旬としているため, ���での������������の確認
が必要である｡ 今年度は, 9 月 1 日から���の新学期
が開始されたため, 前述の研修日程はスムーズに決定し

た｡ また, 学術交流協定を結んでいることから, 現地で

の宿泊先として���構内の学生寮の上層階にあるゲス
トハウスの利用が可能であり, その手配も同時に依頼し

た｡ ���側からは, 今回のプログラム内容の詳細につ
いて参加者の意向を尋ねられたが, ����の感染拡大に
より国際交流プログラム実施の最終的な決断が下せない

状況であったため, その後の具体的な交渉は学生の選考

以降に実施することとした｡

6 月下旬に学生の選考を行い, 研修参加が決定した学

生とのミーティングを経て, 学生交流プログラムに対す

る学生の意向・要望を把握した｡ その要望を踏まえた���との交渉は, 引率教員が担当した｡ 従来この業務
は, 学生交流��委員長が窓口となって行っていたが,
現地担当者である���の教授と渡航前からコミュニケー
ションを図り, 学生の意向を直接お伝えしながら, 一緒

に研修の計画を進めていきたいという引率教員の希望に

基づくものである｡ 7 月上旬, 鹿児島空港－仁川空港間

の往復のフライト情報と参加学生のネームリスト, 学生

が参加を希望する講義と演習, また視察したい施設や看

護の領域について, 引率教員より先方へ情報提供を行っ

た｡

8 月に入り, 研修実施が決定したことを受け, 具体的

な研修計画が先方より届いた｡ 研修に参加する学生と引

率教員が内容を確認し, 改めて要望や確認をとりながら,

最終的に第３版まで修正して頂き, 表１に示すプログラ

ムが確定した｡����������������
今年度の学生海外研修支援事業は, 本研修を学生に周

知した後に公募された｡ 研修への参加を希望する学生に

は, 支援事業に採択されないこともあることを説明し了

解を得た｡ 申請書提出からおよそ１カ月で, 支援事業へ

の採択の通知を受けた｡ 支援事業では, 研修に参加する

学生の渡航費の一部と, 海外旅行保険の加入が助成され

るため, 学生にとって大きな財政的サポートである｡ 採

択後助成を受けるためには, 研修に参加した学生ならび

に引率教員による研修後の報告書の提出が義務付けられ

ている｡�������
滞在中の計画は, 宿泊先を含めてすべて先方大学によ

りアレンジされるため, 本研修では航空券の手配のみが

必要であった｡ 今回は����の影響で, 最終的な渡航
の判断が 8月に入ってからとなることが予想されたため,

旅行会社に一括して航空券予約・発券を依頼した｡ 便宜

上, 引率教員が窓口となって旅行会社との連絡を担い,

旅行代金の支払いは学生各自で行った｡����������������
研修に関する学生オリエンテーションは, 計３回実施

した｡ ３回の実施時期と内容は以下の通りである｡���������������自己紹介�2015学術交流協定締結校学生交流プログラムの概要
説明�学生海外研修支援事業申請についての説明
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�準備状況の報告・確認 (航空券の手配, パスポート
の取得状況・有効期限の確認)�学生リーダー・サブリーダーの選出�研修内容の詳細について (参加したい講義・演習,
視察したい施設等)�事前学習のすすめ方および内容
・韓国ならびに日本における看護教育体制および保

健医療体制

・韓国の文化・習慣, 語学 (英語・韓国語)

・中央大学校赤十字看護大学について�研修先での学生交流企画����������������｢国際看護学｣ 海外研修概要�渡航前の準備・手続き
・渡航安全確認, 海外安全について

・海外渡航手続きの確認

・健康チェックと準備

・自己の危機管理

・持参するもの�出発～海外滞在中の留意点・心構え
・集合時間・場所, フライト情報

・滞在中のスケジュール

・研修中の心構え

・トラブルへの対応�帰国後～研修のまとめ
・学生海外研修報告書の提出と報告会の開催

・帰国後の体調管理�緊急時の連絡体制����������������最終的な準備状況及び健康状態の確認
すべてのオリエンテーションは, 学生交流��委員
長の助言を受けながら, 引率教員が中心となって実施し

た｡ 学生を海外へ引率することは, 引率教員にとってほ

ぼ初めての経験であり, また, 参加する学生の中には海

外渡航が初めてである学生もいたため, オリエンテーショ

ンの内容は十分に検討する必要があった｡ 本学における

海外渡航や海外研修の手引きがなかったため, 全国の国

公私立の大学が作成している学生・教員の海外渡航に関

するマニュアルや書籍３)を入手し, 11頁におよぶ ｢学生

海外研修のしおり｣ を作成して第２回目のオリエンテー

ションで学生に配布・説明した (図１)｡

������������
事前学習のすすめ方および内容についてはオリエンテー

ションで説明し, 以後学生が自主的に学習会を開催し,

学びを深めた｡ また, 引率教員は必要時文献等を提供し,

学習をサポートした｡ 今回学生は, ���の授業の中で
鹿児島や鹿児島大学について英語でプレゼンテーション

する機会を頂いたため, その発表内容に関しても適宜助

言を行った｡������������
韓国滞在中にトラブルが起きた場合の対応については,

前述の ｢学生海外研修のしおり｣ を用いて, 警察や救急・

消防, 在大韓民国日本国大使館など, 一般的な海外旅行

時の緊急連絡先と, トラブル発生時の ｢教員または���の教員・学生へ報告・連絡｣ → ｢���の教員に相
談して対処｣ という原則的な対処方法を共有した｡ また,

学生交流��メンバーの教員１名が国内でのサポート
を担当し, 引率教員との間に携帯電話およびメールによ

るホットラインを確立した｡ また, 国内のサポート教員,

引率者, ���, 旅行会社, 保険会社の情報は, 学生の
家族にも提供し, 緊急時の連絡体制を敷いた｡ なお, 韓

国国内でのスムーズな通信環境を確保するため, 引率教

員が韓国国内専用の携帯電話および�����ルーターをレ
ンタルして携帯した｡���������������������
研修中の���側の窓口は, 国際業務担当の長である
教授であったが, 空港への出迎えや各研修施設等での担

当者として先方の教員も割り当てられていたため, 基本

的に指定された時刻に指示された場所に集合することで,

予定通りに研修を進めることが可能であった｡ また,
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���側の事務スタッフ１名が, 研修期間中の実務的な
対応を担って下さり, 困ったことがあればオフィスに伺

うことで解決できた｡ 先方の教員やスタッフとのやり取

りは, 英語で行われた｡

教員は, １日の研修終了時に翌日の研修内容や集合場

所, 持参するものについて先方スタッフに確認し, 学生

へ伝達した｡ ゲストハウスから看護大学の建物まで, 徒

歩５分以上の道のりであったが, 学生と翌朝の集合時刻

について確認し, 予定通りに研修が遂行されるよう努め

た｡���������������
研修初日には学部長や副学長の出席のもと, オフィシャ

ルな挨拶の場も設けられた｡ (写真１) また, 視察先で

も, 引率教員に訪問者の代表として挨拶を求められるこ

とも多かった｡ ���での挨拶を想定し, 事前に簡単な
韓国語と英語での挨拶を準備していたため, それ以外の

場でも, それをアレンジして対応した｡ 本研修は, 学生

交流であり, 引率教員は裏方的な役割を担うことが多い

が, 大学間の交流, また, 視察先においては海外からの

訪問者という立場もあり, 代表者として対外的な対応を

行うことも重要な役割であることを認識する場面も多かっ

た｡��������������ならびにその他の研修先において, 講義や説明
に用いられる言語は韓国語または英語であった｡ ���
側の配慮により, 韓国語の通訳者として, 日本語を話せ

る研修先の職員や���の学生を配置してくださり, 学
生が研修しやすい環境を整えて頂いた｡ しかし, 英語で

実施される講義や説明は十分に理解できない学生もおり,

また, 日本と異なる保健・医療・福祉のシステムについ

ては理解に戸惑う場面も見受けられたため, 必要時引率

教員が通訳したり, 補足説明を加えたりした｡ 本学学生

が実施した英語でのプレゼンテーション (写真２) につ

いては, 前夜に教員が同席してデモンストレーションを

行い, 内容や発表の仕方を確認・助言した｡ また, １日

のプログラムを終えた後, 教員同士で学生の学習状況を

アセスメントし, 翌日の研修が効果的に進むような課題

を提示するなど, 研修最終日まで, 学生の学習意欲を持

続させるような工夫を行った｡���������������
学生がすべての研修プログラムを意欲的に取り組める

よう, 学生の健康管理も教員の重要な役割である｡ 今回

は直前の����の影響もあったため, 事前のオリエン
テーションから体調管理の重要性を強調し, 体温計やマ

スクを持参させる等, 学生が自らの健康管理を行えるよ

う助言した｡ 学生は二人部屋のゲストハウスに滞在し,

食事は���側との会食以外は自らで選択する機会が多
かったが, 体調を崩す学生もみられなかった｡ 研修の中

日には, 若干学生の疲労を認めたため, 早めにゲストハ

ウスに戻り休息を取らせる対処をとった｡ 翌日の研修に

支障を来さないことと帰室時の報告を前提として自由時

間を設けることもあったが, 特にトラブルもなく, 韓国

での学生生活を満喫していたようであった｡��������
研修後は, 学生海外研修支援事業の支援を受けた研修

として, その成果を報告書として提出する必要があった

ため, 学生・教員それぞれが報告書を整理した｡ 学生の

報告書は, 報告書としての形式を整え, 学生が学習した

成果を十分に表現できるように引率教員で助言・指導し

た｡

また, 平成27年10月 2 日には学生海外研修報告会を医

学部主催で実施した｡ この報告会は, 学年・専攻を超え

て学生の経験を伝えることで, 今回研修に参加すること

ができなかった学生との学びの共有を目的とし, 加えて

今はまだ興味・関心を持っていない学生の視野を広げる
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機会となることを期待して計画した｡ この報告会の日程

調整やリーフレットの作成, 教員・学生への周知等の企

画・運営は, 学生交流��委員長と引率教員が中心と
なって実施した｡ 医学部長と専攻代表の挨拶を頂き, 例

年よりフォーマルな形式での開催となったが, 発表学生

は自信を持って自らの経験を発表していた (図２, 写真

３)｡ また, 学生からは, 自分たちに続いて多くの学生

に海外研修に参加してほしい, 次回���の学生が本学
を訪問する際には積極的に交流に参加しようというメッ

セージも発信され, 国際交流の継続が期待される報告会

となった｡

������������������
学生海外研修における大学教員の役割について, 研修

準備から研修実施, そして研修後のプロセスに沿って今

年度の海外研修をもとに報告してきた｡ 海外において,

安全かつ効果的な学習環境を提供するための準備・交渉

から学生への直接的な指導に至るまで, 教員の果たすべ

き役割は多岐にわたっているが, その役割を遂行するこ

とは, ひいては教員がグローバル化への対応能力を研鑽

することにつながるとも言えるだろう｡ ここでは, 今回

引率した教員の学びを振り返りながら, 大学教員にとっ

ての学生海外研修の意義について考えてみたい｡

グローバル化対応能力と言えば, まず海外の人とコミュ

ニケーションをとるための語学力が求められることは言

うまでもないが, 語学力を必須条件と考えるあまり, 国

際交流へ積極的に関わることを躊躇してしまうという現

実もあるだろう｡ 実際, 国際交流活動の企画・運営に当

たっては ｢人的資源の限界｣ ｢言葉の問題｣ が大きな課

題となるという報告もある４)｡ 今回海外研修を引率した

教員の語学力は, 例えば英語で講義を出来るほど流暢で

はなかったが, チャレンジする姿勢で研修に臨んだ｡ 時

には, 相手からの伝達内容を聞き間違えることもあった

が, その姿も学生に見せながら, 英語や時には韓国語で

のコミュニケーションにチャレンジした｡ その上で強調

したいのは, 語学力を備えてから国際交流に参加すると

いうのではなく, まず海外に出てみることが重要で, 学

生海外研修が教員にとってもよい機会となり得るという

ことである｡ もちろん, 引率者としては前述したように

対外的な場面での挨拶等も求められるので, 語学に関す

る自己研鑽は必要であるが, それを実践的に使える場と

して学生海外研修は最適な機会だと考える｡ 加えて,���では, 専門用語を英語で教授したり, 英語のみで
実施される授業があったりと, 学生のグローバルな活躍

を視野に入れた教育を行っている｡ 今回参加した���������������������������の授業でも, 担当教授が
日本の学生に配慮し, 当初の韓国語での実施予定であっ

た講義を全て英語で実施してくださったが, ���の学
生の反応を見ていると大半の学生が理解できているよう

であったし, 資料も含めてすべて英語での講義に切り替

えて下さった教員の英語力の高さにも感嘆した｡ また,

今回の研修中, ｢上手くはないのですが…｣ と言いなが

らも, 英語や日本語で説明をしてくださった���の学
生やスタッフの姿を目の当たりにし, 母国語以外の言葉

でのコミュニケーションに果敢にチャレンジする姿勢に,

畏敬の念を抱かざるを得なかった｡ このような経験を通

して, 引率教員が共有した思いは, 同じ看護という学問

を学び教授するものとして, 自分の考えを伝える一つの

ツールとして語学力を高めたいということである｡ 海外
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と言っても, ���のある韓国は距離的に近く, 同じ東
アジアの国として文化的に共通する部分もある｡ また英

語が母国語ではないという点では, 肩肘を張らずに自分

の語学力を試し, また語学力を磨くための刺激を受ける

機会として, 教員が学生海外研修を引率する意義は大き

いのではないかと考える｡

また, 教員は, 一看護者・一教育者として, 学生海外

研修を通じて韓国における看護教育や保健・医療・福祉

のあり方について学ぶ機会を得ることができる｡ ���
には, １フロアーを占める���������������������������
(������) センターがあり, その見学や演習への参加
を通して, 多領域にわたる充実したシミュレーション教

育や技術教育の評価の実際について学ぶことができた

(写真４)｡ また, 今回視察した, 保健診療員の活動は大

変興味深いものであった｡ 保健・医療へのアクセシビリ

ティが悪い農漁村地域に設置されている保健診療所で活

動する保健診療員は, 看護職でありながら100種類以上

の薬剤の処方権を持ち, 住民に最も近いプライマリヘル

スケアの提供者である｡ 保健診療員が, 住民の健康を守

るために看護師としての専門性を発揮しながら, いきい

きと活動する様子を拝見し, 自律して働く看護職として

の面白さ・醍醐味を再発見するとともに, それぞれの教

員の背景の中で看護者の自律について考える良い機会と

なった (写真５)｡ 山本は, ｢海外の看護を知ることで,

日本の看護の中の常識を絶対的なものではなく, 相対化

して見ることができるようになる｡ 海外を経験すること

によって逆に, より深く日本を知ることになる｡｣５) と述

べている｡ 今回引率教員は, それぞれ海外で看護を学ぶ,

あるいは実践した経験を持っていたため, その意味を体

験から理解はしていたが, 研修中学生が, ｢なぜ日本と

同じようにしないのか？｣ と日本で学んだことがすべて

正解＝絶対的なものと考える様子を見て, 看護者が海外

へ出ていくことによって, 日本の看護を相対的に捉えら

れるようになり, 創造性をもって柔軟に看護を考えるこ

とができるようになるきっかけになるのではないかと感

じた｡ １週間の研修では, もちろん看護者としての既成

概念を少し揺さぶられるぐらいかもしれないが, それで

も実際に海外に出て, 見聞きし, 体験した経験は何物に

も代えがたい｡ それは, 教員にとっても同じである｡ グ

ローバル化に対応できる学生を育むには, まず教員が看

護におけるグローバル化の意義を経験的に理解し, 国際

的に視野を広げる必要性を実感することから始まるので

はないだろうか｡ その第一歩の機会として, 学生海外研

修が看護者としての教員にもたらすものは少なくないだ

ろう｡��������
本専攻における学生海外研修は, ���との学術交流
協定締結以降３回の相互交流を数えたが, 学生のみなら

ず教員にとってもグローバル化への対応能力を研鑽する

機会として非常に意義のあるものである｡ 今後発展的に

継続していくためには, いくつかの課題も明らかとなっ

たので整理しておきたい｡

まずは, 引率者として参加する教員の旅費等の資金面

の確保である｡ 国際交流における財政面での基盤の確保

は, 他大学でも課題となっているが４)６), 研修に参加す

る学生の経費も含めて確保できるよう外部資金の獲得も

視野に入れた取り組みが必要である｡ 加えて, 学生が鹿

児島大学学生海外研修支援事業を通じて財政的な補助を

受けるには, 正規の授業科目であることが求められる｡

学生間の認知度も上がり, この研修に参加することを目
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的に科目選択する学生もいたようであるが, 今年度まで

は, 専攻で海外研修を実施する専門科目を流動的に設定

してきた｡ 今後学生が, 海外研修に参加するという目標

を明確にもって授業を受講できるように, 学生の選考基

準や引率教員の選定基準も含めた明確なガイドラインや

国際交流のための組織体制の構築が急務であり, 看護学

専攻としての組織的な取り組みが重要であると考える｡

また, 現在は, 海外研修を実施する科目の単位取得には

海外研修への参加は必須条件となってはいないが, 将来

的には海外研修そのものを正規の科目として組み込んだ

り, あるいは���との単位互換など, 学生が海外で学
ぶメリットを充実させたりしていくことも必要であろう｡

次に, 学術交流協定の活性化である｡ 前述したとおり,

本学と���の学術交流協定では, 研究者間の交流も重
要な位置づけとなっている｡ 今回, 研修に参加した引率

教員と���の教員間では, 研究についてまで話を拡げ
ることはできなかったが, 過去２回の本学での交流プロ

グラムに同行した教員と再会し, 実験研究室を見学させ

て頂いたり, 授業方法についてコミュニケーションを取

りながら, ���のオリジナルのテキストを頂いたりと,
次につながる関係性ができつつあることを実感した｡ こ

のような教員間の草の根レベルの交流から, 将来的には

共同研究や学術シンポジウムの共同開催などに展開でき

れば, まさに本専攻の ｢看護の問題をグローバルな視点

でとらえ, 幅広く人々の健康に貢献できる｡｣ というディ

プロマポリシーに基づいた学生の教育を具現化できるの

ではないだろうか｡����
本稿では, 本専攻における学生海外研修における教員

の役割を整理し, 引率教員にとっての海外研修の意義や

今後の課題について考察した｡ 今後も, 若手教員が自ら

の研鑽の機会として, また大学教員として国際交流に関

わるきっかけとして, 海外研修の引率を継続していける

よう, 本稿がその一助となれば幸いである｡����
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